
◦ 大変革がはじまった
　アクティブ・ラーニングという言葉がこの1～ 2年で急激に広がりま

した。その広がり方は「言語活動の充実」のときとはまったく違います。

たとえば、言語活動の充実のときは、「ま、話し合い活動を増やせばい

いのね。じゃあ、大丈夫」という雰囲気がありました。

　しかし、今回は違います。新学習指導要領の答申の出る数年も前から

アクティブ・ラーニングは大きな話題になりはじめました。

　一方で、地方の教育委員会の中には、新学習指導要領の答申が発表さ

れたあとでさえ「アクティブ・ラーニングは今までの実践の延長上にあ

ります（つまり、少しやればいい）」と言ったり、はては「アクティブ・

ラーニングは既に我々のやっている実践です（つまり、何もしなくても

いい）」と言ったりしています。「言語活動の充実」が学習指導要領に謳

われたときには「言語活動の充実は今までの実践の延長上にあります」

と言ったり、はては「言語活動の充実は既に我々のやっている実践です」

と言ったりはしなかったと思います。「言語活動を充実しましょう」と

指導していたはずです。なぜ、今回は違うのでしょうか？

　怖いのです。今回のアクティブ・ラーニングはその程度では済まない

ことを地方の教育委員会も感じているからです。

　日本の学校教育は今までに二度、大きな変革がありました。

　第一は、近代学校教育制度が成立した明治の初めです。第二は、終戦

直後、戦後教育の誕生です。そして今回は、その二つに匹敵するほどの
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大きな改革になります。今までの「総合的な学習の時間」の導入、「言

語活動の充実」、また、「道徳の教科化」とはレベルの違う改革です。

　それは近代学校教育制度が成立した根幹を根本的に変える大改革なの

です。

 

 
◦ あなたがキーパーソン
　本書を手に取っている方は、そのようなことを感じられるアンテナを

持っている方だと思います。そして、アクティブ・ラーニングの本や雑

誌を読み、対応すべきであることを理解している方です。

　しかし、アクティブ・ラーニングに対応できそうな単元は思いつくが、

逆に、アクティブ・ラーニングでどのように指導したらよいかイメージ

ができない単元もあると思います。1年間の指導をバランスよくトータ

ルにアクティブ・ラーニングで指導するには、さまざまな単元、場面で

の指導の実際を知る必要があります。

　本書はそうしたあなたのための本です。

　本書ではアクティブ・ラーニングで英語の教科指導をしている高校の

先生方の実践のノウハウを紹介しております。ぜひ、参考にしてくださ

い。使えるならば、そのまま使ってください。どうぞ。

　しかし、アクティブ・ラーニングは実は自由度の高いものです。本書

を通してさまざまな実践を知ることによって、「あなた」独自のものを

生み出してください。本書はそのきっかけになると思います。

　さあ、はじめましょう！

上越教育大学教職大学院教授

西川　純
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　アクティブ・ラーニングの授業はさまざまなものがあります。本書で

はその一つのかたちとして、『学び合い』の理論によるアクティブ・ラー

ニングをご紹介しましょう（『学び合い』についてはP.32参照）。

①　教師から課題を与え、「全員達成が目標」と伝える（5分以内）

　生徒が能動的に動く時間を最大限確保するため、教師の最初の説明は

できるだけ5分以内とします。生徒全員を能動的にするため、全員が助

け合い、全員が課題を達成することを目標にします。そのため「わから

ないから教えて」と自分から助けを求めることを奨励します。

②　「Let’ s start!（さあ、どうぞ！）」と動くことを促し、生徒が動く（約40分）

　「どんどん動いて課題を達成してね。Let’ s start!（さあ、どうぞ！）」

と動くことを促します。最初は自分で課題を解いたり周囲の様子をうか

がったりして、あまり動きはありません。しかし、そのうち生徒同士で

聞き合おうとどんどん動きはじめます。生徒が動く時間を最大限確保す

ることが、アクティブ・ラーニングの成果をアップするカギになります。

③　成果を振り返る（5分以内）

　最後に全員が達成できたかを振り返らせます。学習内容のまとめはし

ません。全員が達成できなければ、どうしたら次回できるかを考えるよ

うに教師は伝えて授業を終わります。企業の社長が社員の細かい仕事を

いちいち確認するより、チームの業績をチェックして、チームに解決方

法を考えさせるほうが業績が上がるのと同じです。

アクティブ・ラーニングの
授業イメージ4

S T E P

     アクティブ・ラーニングの授業はこんな授業です     
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アクティブ・ラーニングの授業イメージ

教師が課題を伝える（5 分以内）

・「全員が課題を達成するのが目標」と伝える。

・「わからないから教えて」と自分から動くことを奨励。

1

「Let’s start!（さあ、どうぞ！）」と促し、生徒が動く（約 40 分）

・生徒は最初はまず自分が課題を解くため動かない。

・�徐々にほかの子に教える生徒や、教わるために移動する生徒が

出て、動きはじめ、グループが生まれていく（教師はグループ

を強制的につくったりしない）。

・�やがて、グループ同士の交流がはじまり、多くの生徒が課題を

達成する。まだできない生徒をサポートするメンバーがどんど

ん増える。

2

成果を振り返る（5 分以内）

・�「全員が達成」できたかどうかを振り返る。学習内容のまとめ

はしない。あくまでも、「全員が課題を達成する」という目標

に対してどうだったかを振り返らせる。

3

 （西川純）
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課題：should, had better, will, would, used toを用いて、全員が教

科書○～○ページの問題の解き方を説明できる。（全1時間）

課題：分詞を用いて、全員が教科書○～○ページの問題の解き方を説

明できる。（Part2まで全3時間）

　英文法の指導は生徒が正しく英語の力を身につけていく上で不可欠で

す。しかし、一斉指導になりがちで、文法用語を多用したあげく、英語

嫌いの生徒を生み出す原因になってしまうこともあります。

　英文法の指導をアクティブ・ラーニングで行うことで、授業中の生徒

の活動が活発になります。また、生徒が自ら辞書や参考書を使えるよう

になるなどの利点があります。

　文法の指導では、ワークシートにその授業あるいは単元で生徒に習得

してほしい文法項目と、参照する教科書・参考書のページを記載し、授

     実際の課題例     

     停滞しがちな文法授業を活性化     

Grammarに関する課題
S T E P

     ワークシートは極力シンプルに     
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     実際の課題例     

業の最初の語りで伝えます。また、時間数も示します。

　教科書の問題の模範解答を教卓横の机に置き、生徒が自由に参照でき

るようにしておきます。場合により、ワークシートの記入例を置いてお

くのもよいでしょう。

　教科書の指導書や市販の文法の解説書などを数冊教卓付近に置いてお

くと、それらを参照する生徒も出てきます。その生徒がほかの生徒に知

識を広げていってくれることで、よりよい学びを実現する集団の形成に

もつながります。

　「used toとwouldの使い分けは？」など特に注意してほしい点はあら

かじめ明示しておきます。それ以外は、習得してほしい文法事項のみ記

載しておくなど、ワークシートは極力シンプルなものにするように心が

けてください。あまり多くの情報を与えすぎてしまうと、生徒の活動の

自由度が失われてしまいます。

　シンプルなものにすればするほど、生徒は自分たちの力で課題を解決

しようと動き出します。問題に取り組みながら、足りなかった情報を生

徒たちはそれぞれワークシートに書き足していきます。

　１時間で扱う問題演習の量や難度、教科書のページ数、全何回で課題

を達成するかで生徒の負荷を調整することができます。

（江村直人）

Grammar ワークシート Lesson 9 ― Part 1

１．前置修飾
分詞（１語のみ）　名詞

２．後置修飾
名詞　分詞＋…（その他付随する語句）

1　名詞を修飾する　分詞
「　　　　　　　　」：現在分詞　・「　　　　　　　」：過去分詞

2 補語になる分詞 ( 叙述用法 )
ＳＶC

3 知覚動詞＋O＋分詞
知覚動詞＋O＋現在分詞

4 使役動詞＋O＋過去分詞
have[get]＋O＋過去分詞

知覚動詞＋O＋過去分詞 

have[get]＋O＋過去分詞 ＳＶＯC

■ 分詞①   　教科書 p.68-69　　　参考書 p.183-206 
■ Target  　分詞を使って英文を書くことができる。　全 2Parts 3 時間

     課題の調整の仕方     
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課題：読解で扱う英文の内容について予習でオリジナルのQ&Aを作

成し、授業時に３、４人でシェアして、５分間英語で話し続ける。

　前節のスキャニングのトレーニングのための質問文は、本文に答えの

該当箇所がある質問です。こちらの課題では「本文の内容に関連し、興

味を広げる問いかけ」を疑問文のかたちで作るように指示しています。　

　どちらも、サイトトランスレーションをできるようにする課題のあ

と、授業終盤５分間の“discussion time”で使用します。

　その日に読んだ英文に関係する話題なので、話すときにも語句や表現

がつながってきます。また、教師の側は学び合いの様子を見ながら生徒

の書いたものを添削や採点することもできるので、毎回フォローや評価

ができます。ワークシートの内容は以下のようなものです。

【予習・授業・復習の指示】
　●予習でQ&Aを考えて書いてくる。（２）はQのみ。

⇨●授業のはじめに毎回提出（後半のdiscussion timeまでに返却）。

⇨●復習時、授業中のdiscussion timeのやりとりも活かして用紙を仕上げ

てくる。特に（２）のA

　→このように毎回練習して表現力をつけてください。試験でも同様に出

題、この用紙は平常点に加算します。

Speaking、Writing
に関する課題

S T E P

     読んだ内容を自分にひきつけ、アウトプットにつなげてほしい     
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     読んだ内容を自分にひきつけ、アウトプットにつなげてほしい     

【授業１回あたりの課題】（これを１枚に複数回分、裏表で印刷。）

（1）「Question」for getting the picture（本文の理解につながる問いかけ）

　……本文の理解を確かめ、深められるもの。全体をまとめるような質問や、本

文から推測できるような質問にはbonus。

　【①内容・量：　点/3（bonus+   点）、②正確さ：　点/2　計　点/5】

Q

A

（2）「Question」for chatting or discussion（本文から興味を広げる問いかけ）

……本文の内容に関連して、英語でディスカッションするテーマを提供。話

が広まり、深まりそうなoriginalityのあるものにはbonus。

　【①内容・量：　点/4（bonus+   点）、②正確さ：　点/3　計　点/7】

Q

A

　Writingの活動で大切なことの一つは、書きっぱなしにしないことだ

と思います。自分の書いたものを読んでくれて、反応してくれる人がい

ると動機づけにもなります。

　書いたものをもとに英語で話してほかの人とシェアすることで、異な

る考えを聞き、英語を書いたり話したりするコツを学ぶ機会にもなりま

す。

　たとえば、読んだ英文中の語句や表現をうまく使ってアウトプットに

つなげる生徒が現れると、ほかの生徒にもだんだん広がっていきます。

興味を広げる問いかけのレベルも個人的なことだけでなく、「社会的な

話題」にも挑戦することを促すと、だんだん増えてきます。

　また、このQ&A作成をそのまま定期試験でも問うことで、普段の課

題への動機づけになり、書きっぱなしにせず、試験までに正確さや質を

高めることにつながります。　　　　　　　　　　　　　（新名主敏史）
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